
漢
方
医
学
は
、
現
代
で
は
希
少
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
実
用
性
を
失

っ
て
い
な
い
日
本
の
伝
統
技
術
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
近
年
漢
方
医
学

の
有
用
性
が
再
注
目
さ
れ
、
徐
々
に
現
代
医
療
の
中
に
一
定
の
足
場

を
築
き
つ
つ
あ
る
気
運
が
見
ら
れ
る
。
漢
方
医
学
の
需
要
の
増
大
と

と
も
に
、
こ
の
医
学
を
如
何
に
学
び
如
何
に
伝
え
る
か
と
い
う
こ
と

が
漢
方
医
学
を
担
う
者
に
と
っ
て
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
中

国
に
お
い
て
は
伝
統
医
学
で
あ
る
中
医
学
は
、
一
九
五
○
年
代
か
ら

各
地
に
設
立
さ
れ
た
大
学
同
等
の
教
育
機
関
で
あ
る
中
医
学
院
に
お

い
て
教
育
・
研
修
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
我
国
に
お
い
て
も
既
に
大

学
医
学
部
に
漢
方
医
学
の
講
座
を
設
け
た
所
が
現
わ
れ
、
漢
方
医
学

の
教
育
伝
授
の
努
力
が
始
め
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
は
漢
方
を
主
体
と
す
る
医
療
を
担
当
す
る
者
と
し
て
、
こ
の

医
学
の
教
育
研
修
に
関
心
を
払
わ
ず
に
は
お
ら
れ
な
い
。
今
回
は
筆

津
田
玄
仙
の
理
想
と
す
る
漢
方

医
学
教
育

平
馬
直
樹

者
が
共
感
を
覚
え
る
所
の
多
い
江
戸
時
代
後
期
の
医
家
津
田
玄
仙
の

医
学
校
設
立
趣
意
書
と
も
言
え
る
『
勧
学
治
体
』
を
紹
介
し
、
そ
の

今
日
的
意
義
も
考
え
て
ゑ
た
い
。

津
田
玄
仙
（
一
七
三
七
’
一
八
○
九
）
は
上
総
馬
籠
（
現
・
木
更
津
市

郊
外
）
の
一
地
方
医
で
あ
っ
た
。
古
方
家
の
原
南
陽
や
和
田
東
郭
と

書
簡
に
よ
る
親
交
が
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
医
説
の
多
く
は
饗
庭

道
庵
か
ら
継
承
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
応
後
世
派
医
学
の
影
響

の
強
い
臨
床
医
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
彼
の
生
き
た
時
代
は
、
山
脇
東

洋
・
吉
益
東
洞
の
門
弟
に
よ
っ
て
全
国
に
古
方
派
医
学
が
拡
が
り
、

一
方
江
戸
を
中
心
に
蘭
学
の
興
起
し
た
時
期
で
あ
る
。
古
方
家
や
蘭

学
者
と
は
異
な
り
、
玄
仙
は
陰
陽
説
・
臓
脈
論
な
ど
の
伝
統
理
論
を

否
定
す
る
立
場
を
と
ら
な
い
が
、
彼
の
書
『
療
治
茶
談
』
に
は
自
ら

の
経
験
を
信
頼
し
て
臨
床
的
観
察
に
則
っ
て
物
事
を
判
断
す
る
と
い

う
姿
勢
が
窺
わ
れ
、
こ
の
時
代
の
空
気
を
感
じ
さ
せ
る
。

『
勧
学
治
体
』
は
天
正
八
年
（
一
七
八
八
）
自
序
、
本
文
は
一
二
丁

の
小
冊
子
。
執
筆
の
動
機
・
講
堂
の
創
建
評
議
・
学
生
の
募
集
・
学

寮
の
授
業
次
第
・
医
生
の
課
業
等
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
紹

介
す
る
。

執
筆
の
動
機
。
玄
仙
は
当
時
の
医
者
の
学
業
の
杜
撰
な
こ
と
、
治

(120） 238



療
の
拙
い
こ
と
を
医
の
弊
風
と
歎
き
、
日
本
に
儒
学
校
は
あ
っ
て
も

医
塾
が
少
な
い
こ
と
を
建
議
の
動
機
と
し
て
い
る
。
次
に
学
生
は

「
落
塊
た
る
が
気
稟
負
誠
に
し
て
学
問
を
嗜
み
」
医
者
と
し
て
有
望

な
人
材
を
選
別
し
て
奨
学
金
を
与
え
る
。
年
齢
は
一
五
’
三
○
歳
に

限
り
、
修
学
年
限
は
三
年
間
と
す
る
。

学
寮
の
授
業
は
、
経
伎
寮
・
方
伎
寮
・
本
草
寮
・
儒
害
寮
の
四
寮

で
行
な
う
。
こ
の
う
ち
方
伎
寮
に
重
点
を
置
く
。
経
伎
寮
で
は
『
素

問
』
『
霊
枢
』
か
ら
治
療
に
必
要
な
要
論
を
、
出
典
を
明
ら
か
に
し

て
抄
出
し
平
易
に
解
説
す
る
。
脈
・
経
絡
・
鍼
灸
・
運
気
も
兼
職
と

し
て
簡
潔
に
教
え
る
。
先
後
天
・
五
行
・
二
火
等
の
論
は
附
会
す
べ

き
で
な
い
。
方
伎
寮
で
は
①
『
傷
寒
論
』
②
『
金
瞳
要
略
』
③
『
脾

胃
論
』
・
『
弁
惑
論
』
（
李
東
垣
）
④
『
医
学
入
門
』
（
李
挺
）
⑤
『
婦

人
良
方
』
（
陳
自
明
）
⑥
『
医
方
集
解
』
（
汪
晶
）
⑦
『
切
要
方
義
」
（
上

田
山
沢
）
⑧
「
医
鏡
』
（
王
肯
堂
）
⑨
『
痘
科
鍵
』
（
朱
巽
）
の
九
部
の

書
を
テ
キ
ス
ト
に
定
め
、
丁
寧
綿
密
に
理
義
を
説
き
暗
調
す
る
ほ
ど

に
指
南
す
る
。
先
ず
①
②
を
挙
げ
て
い
る
の
は
傷
寒
金
置
が
尊
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
時
節
を
反
映
し
て
い
る
が
、
指
南
の
方
針
と
し
て

本
文
だ
け
を
素
読
さ
せ
る
、
講
師
は
才
芸
に
誇
っ
て
鑿
説
空
論
を
附

会
し
て
は
な
ら
な
い
と
述
べ
、
そ
の
学
習
態
度
は
古
方
家
と
は
一
線

を
画
し
て
い
る
。
他
書
は
明
代
の
実
用
書
が
多
い
。
本
草
寮
で
は

『
本
草
網
目
』
を
会
読
さ
せ
る
。
参
考
書
に
『
本
草
備
用
』
『
和
漢
三

才
図
会
』
『
物
類
品
隙
』
を
指
定
て
い
る
。
儒
書
寮
で
は
儒
学
薫
陶

の
益
に
よ
っ
て
人
倫
を
厚
く
し
医
学
の
本
分
に
帰
す
る
草
料
と
す
る

の
を
目
的
す
る
。
孝
経
四
書
五
経
等
を
他
寮
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
支

障
の
な
い
よ
う
に
教
授
す
る
。

医
生
は
素
読
の
後
に
方
伎
寮
の
指
定
医
書
を
毎
日
朝
昼
晩
の
三

回
、
威
儀
を
正
し
て
唱
和
す
る
。
ま
た
「
処
方
の
業
」
「
抄
害
の
業
」

を
行
な
う
。
処
方
の
業
と
は
薬
方
の
運
用
を
初
学
か
ら
慣
れ
さ
せ
る

た
め
、
あ
ら
か
じ
め
治
療
に
必
要
な
良
方
二
三
百
方
を
選
び
口
訣
の

辞
を
作
っ
て
お
き
一
日
に
二
三
方
を
教
授
し
て
ゆ
く
。
す
尋
へ
て
暗
諦

し
た
ら
、
口
訣
の
字
句
を
解
説
し
綿
密
に
理
論
づ
け
を
す
る
と
い
う

も
の
。
抄
書
の
業
と
は
一
小
冊
子
を
作
り
あ
ら
か
じ
め
病
門
を
分

ち
、
平
素
座
右
に
置
き
読
書
の
毎
に
要
語
奇
方
を
冊
子
に
抜
書
す
る

と
い
う
も
の
。
将
来
治
療
の
あ
い
ま
に
読
み
返
し
参
考
と
し
、
そ
の

体
験
も
書
き
加
え
る
。
一
生
続
け
れ
ば
必
ず
医
の
道
に
通
達
す
る
。

こ
れ
は
玄
仙
自
身
が
行
な
っ
て
き
た
学
習
法
で
あ
る
と
し
て
効
果
の

高
い
こ
と
を
自
負
し
て
い
る
。

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
玄
仙
の
重
視
し
た
も
の
は
臨
床
に
密
着

(121）239



し
た
知
識
の
伝
授
で
あ
る
。
儒
学
・
文
芸
偏
重
の
教
育
を
排
除
す
る

と
と
も
に
、
臨
床
上
有
用
で
あ
る
か
否
か
の
観
点
で
伝
統
理
論
の
取

捨
選
択
を
行
な
う
。
旧
説
に
無
条
件
に
盲
従
す
る
こ
と
を
戒
め
、
初

学
の
う
ち
か
ら
衆
論
の
是
非
を
取
捨
す
る
目
を
養
う
こ
と
を
重
視
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
玄
仙
の
教
育
研
修
方
針
は
今
な
お
傾
聴
す
べ

き
点
が
多
い
と
考
え
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
）

蘭
山
門
下
の
京
都
の
本
草
家
と
し
て
は
、
百
々
俊
道
・
平
井
宗
七

郎
・
山
科
享
庵
・
上
田
元
孝
・
福
井
様
園
・
水
野
皓
山
・
山
本
亡

羊
・
内
藤
剛
甫
・
物
部
寿
斎
ら
の
名
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
尾

張
嘗
百
社
の
グ
ル
ー
プ
に
比
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
事
跡
は
よ

く
解
明
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
。
と
く
に
水
野
皓
山
の
場
合

は
、
著
書
・
門
人
も
多
く
、
「
平
安
人
物
志
』
（
文
化
十
・
文
政
五
・
文

政
十
三
・
天
保
九
年
版
）
に
物
産
家
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
、
山
本
亡

羊
と
並
ん
で
最
も
め
ざ
ま
し
い
活
動
を
展
開
し
た
人
物
で
あ
る
は
ず

で
あ
る
が
、
上
野
益
三
先
生
も
『
日
本
博
物
学
史
』
に
お
い
て
、

「
そ
の
業
績
の
伝
わ
ら
ぬ
の
が
惜
し
ま
れ
る
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る

ほ
ど
で
あ
る
。

一
、
略
伝

名
は
広
業
、
字
は
士
勤
、
通
称
源
之
進
、
皓
山
は
そ
の
号
、
ま
た

観
生
堂
と
号
し
た
。
弘
化
三
年
二
月
一
日
、
享
年
七
十
歳
で
死
去
し

水
野
皓
山
と
山
本
読
書
室

遠
藤
正
治
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